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り
、
そ
の
論
ず
る
と
こ
ろ
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
強
引
に
大
別
す
る
な
ら

ば
、
主
と
し
て
時
代
背
景
と
い
う
観
点
か
ら
漢
堯
後
説
や
漢
火
徳
説
と
の

関
わ
り
を
言
う
も
の（
１
）、

根
拠
史
料
と
い
う
観
点
か
ら
郊
祀
や
月
令
の
影
響

を
言
う
も
の（
２
）、

暦
法
と
い
う
観
点
か
ら
三
統
説
と
五
行
説
を
統
合
し
た
と

す
る
も
の（
３
）に

区
分
さ
れ
よ
う
。
筆
者
は
、「
世
経
」
が
基
づ
く
根
拠
史
料

と
い
う
観
点
か
ら
、
先
行
説
と
の
相
違
は
資
料
選
択
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
る（
４
）。

本
稿
は
、「
世
経
」
が
劉
歆
の
経
書
読
解
の
一
端

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
改
め
て
そ
の
特
異
性
の
来
た
る

所
以
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
考
察
の
過
程
で
五
行
相
生
説
が
用
い
ら
れ

て
い
る
理
由
に
も
及
ぶ
。

前
言

劉
歆
「
世
経
」（『
漢
書
』
律
暦
志
下
引
）
は
太
昊
帝
（
炮
犧
氏
）
か
ら

漢
に
至
る
ま
で
の
統
治
者
の
変
遷
を
記
し
て
い
る
が
、
先
行
す
る
『
史

記
』
が
黄
帝
か
ら
始
ま
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
史
記
』
が

相
勝
の
五
徳
終
始
説
を
背
景
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
相
生
説
を
用
い

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
武
帝
の
太
初
改
暦
時
に
は
土
徳
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
漢
は
火
徳
と
な
っ
て
い
る
。「
世
経
」
が
先
行
説
と
異
な
る
こ
と

や
、
漢
火
徳
説
を
選
択
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ

劉
歆
「
世
経
」
の
示
す
歴
史
認
識
に
つ
い
て

佐
川
繭
子
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一
、
経
書
中
の
「
五
帝
」

　
　
　

―
―
『
史
記
』
と
「
世
経
」
の
拠
り
所
―
―

「
世
経
」
が
記
す
漢
に
至
る
通
史
は
、
太
昊
帝
（
炮
犧
氏
）・
炎
帝
（
神

農
氏
）・
黄
帝
（
軒
轅
氏
）・
少
昊
帝
（
金
天
氏
）・
顓
頊
帝
（
高
陽
氏
）・

帝
嚳
（
高
辛
氏
）・
唐
帝
（
陶
唐
氏
）・
虞
帝
（
有
虞
氏
）・
伯
禹
以
下
十

七
王
（
夏
后
氏
）・
成
湯
以
下
三
十
一
王
（
商
・
殷
）・
武
王
以
下
三
十
六

王
（
周
室
）
の
順
で
あ
り
、『
史
記
』
に
代
表
さ
れ
る
五
帝
三
代
の
歴
史

観
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
劉
歆
が
己
の
経
書
観
の
下
に
「
三
統
暦
」
（
５
）

を
作

成
し
て
い
る
と
考
え
た
場
合
、
そ
も
そ
も
経
書
に
は
、『
史
記
』
の
言
う

「
五
帝
」
と
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑

問
が
生
じ
る
。

『
易
』『
書
』『
詩
』『
礼
』『
春
秋
』
の
う
ち
、
今
本
に
お
い
て
「
五
帝
」

の
語
が
見
え
る
の
は
、『
礼
』
の
記
に
相
当
す
る
『
礼
記
』『
大
戴
礼
記
』

で
あ
り
、「
五
帝
」
が
「
三
王
」「
三
代
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『
礼
記
』
楽
記
篇
に
は
「
五
帝
殊
時
、
不
相
沿
楽
。
三
王
異
世
、
不
相
襲

礼
」
と
あ
る（
６
）。

ま
た
、『
春
秋
』
経
文
に
は
見
え
な
い
が
、
隠
公
八
年

『
穀
梁
伝
』
に
「
誥
誓
不
及
五
帝
、
盟
詛
不
及
三
王
、
交
質
子
不
及
二
伯
」

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
五
帝
三
王
が
何
を
指
す
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

『
穀
梁
伝
』
の
記
事
は
、
五
帝
・
三
王
・
二
伯
と
い
う
時
代
の
推
移
も
示

し
て
い
る
と
見
ら
れ（
７
）、『
礼
記
』
の
例
も
五
帝
か
ら
三
王
（
三
代
）
へ
推

移
を
前
提
と
し
て
い
よ
う
が
、
そ
の
内
訳
は
明
記
さ
れ
な
い
。

「
世
経
」
に
先
行
す
る
『
史
記
』
は
、
五
帝
三
王
の
認
識
に
従
っ
て
い

る
と
言
え
る
。『
史
記
』
中
に
は
五
帝
と
三
王
（
三
代
）
を
併
記
す
る
例

は
複
数
見
え
て
い
る
が（
８
）、
先
秦
秦
漢
の
人
物
が
語
る
言
葉
の
中
に
も
見
え

て
お
り（
９
）、

お
そ
ら
く
は
五
帝
三
王
（
三
代
）
と
い
う
先
秦
史
の
捉
え
方
が

一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。『
史
記
』
は
そ
の
一
般
的
も
し
く
は
多

数
派
の
先
秦
史
認
識
の
下
で
、
自
ら
語
る
よ
う
に
そ
の
見
聞
と
古
書
の
記

述
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て（

（（
（

、
五
帝
（
黄
帝
・
顓
頊
・
帝
嚳
・
堯
・
舜
）
と

そ
れ
に
続
く
夏
殷
周
三
代
を
本
紀
の
形
で
明
示
し
た
の
だ
と
言
え
る
。
な

お
、
本
紀
と
し
て
示
さ
れ
た
秦
以
降
に
対
す
る
歴
史
観
に
つ
い
て
は
、
経

書
や
そ
れ
に
類
す
る
古
文
献
に
書
か
れ
た
時
代
を
対
象
と
す
る
本
稿
で
は

扱
わ
な
い
。

こ
の
百
年
近
く
後
に
書
か
れ
、
同
様
に
漢
に
至
る
通
史
を
記
し
た
「
世

経
」
は
、
し
か
し
な
が
ら
新
た
な
先
秦
史
の
姿
を
提
示
し
た
。『
史
記
』

が
書
か
れ
た
時
代
に
は
学
習
者
も
殆
ど
い
な
か
っ
た
ら
し
い
「
周
官
」

（『
周
礼
』）（

（（
（

は
、
王
莽
が
こ
れ
に
依
拠
し
て
制
度
改
変
を
行
う
等
、
西
漢

末
期
に
は
地
位
が
高
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、『
周
礼
』
に
は
「
五
帝
」

の
語
が
散
見
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
劉
歆
と
「
周
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官
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
お
く
。『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
・
礼

「
周
官
経
六
篇
」
の
自
注
に
は
「
王
莽
時
劉
歆
置
博
士
」
と
あ
る
が（

（（
（

、『
漢

書
』
に
は
他
に
博
士
が
置
か
れ
た
と
い
う
記
述
は
見
え
な
い（

（（
（

。『
漢
書
』

王
莽
伝
上
に
は
元
始
四
年
〔
後
四
年
〕
の
こ
と
と
し
て
、

徵
天
下
通
一
藝
教
授
十
一
人
以
上
、
及
有
逸
礼
・
古
書
・
毛
詩
・

周
官
・
爾
雅
・
天
文
・
図
讖
・
鍾
律
・
月
令
・
兵
法
・
史
篇
文
字
、

通
知
其
意
者
、
皆
詣
公
車
。

と
あ
り
、「
周
官
」
に
通
じ
た
者
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
古
文
の
『
礼
』

『
書
』『
詩
』
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
周
官
」
は
経
書
に
準

ず
る
評
価
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
劉
歆
の
伝
（『
漢
書
』
楚
元
王

伝
附
）
に
は
「
周
官
」
を
学
ん
だ
事
は
見
え
な
い
が
、
馬
融
の
『
伝
』

（『
周
官
伝
』
序
）
に

至
孝
成
皇
帝
、
達
才
通
人
劉
向
・
子
歆
、
校
理
秘
書
、
始
得
列

序
、
著
于
録
略
。
…
…
。
時
衆
儒
並
出
共
排
、
以
為
非
是
。
唯
歆
独

識
、
其
年
尚
幼
、
務
在
広
覧
博
観
、
又
多
鋭
精
于
春
秋
。
末
年
乃
知

其
周
公
致
太
平
之
迹
、
迹
具
在
斯
。
奈
遭
天
下
倉
卒
、
兵
革
並
起
、

疾
疫
喪
荒
、
弟
子
死
喪
、
徒
有
里
人
河
南
緱
氏
杜
子
春
尚
在
。（
賈

公
彦
「
序
周
礼
廃
興
」
引
）

と
あ
り
、『
周
官
』
の
価
値
を
理
解
し
た
の
は
『
春
秋
』
を
好
ん
だ
時
期

に
遅
れ
る
が
、
弟
子
の
杜
子
春
を
得
て
東
漢
に
「
周
官
」
が
伝
わ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
賈
徽
は
劉
歆
か
ら
「
左
氏
春
秋
」
を
学
ぶ
と
同
時

に
『
国
語
』『
周
官
』
を
学
ん
で
い
る（

（（
（

。
な
お
、『
国
語
』
は
「
世
経
」
に

お
い
て
は
「
春
秋
外
伝
」
の
名
称
で
引
か
れ
て
お
り
、『
春
秋
』
を
補
足

す
る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
周
官
」
は
東
漢

時
代
に
は
『
礼
経
』
お
よ
び
『
記
』
と
併
せ
て
「
三
礼
」
と
総
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
劉
歆
は
「
周
官
」
を
当
時
の
礼
経
に
替
わ
る
も
の
と
し

て
見
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
劉
歆
の
伝
に
は

及
歆
親
近
、
欲
建
立
左
氏
春
秋
及
毛
詩
・
逸
礼
・
古
文
尚
書
皆
列

於
学
官
。

と
あ
る
が
、
こ
の
「
逸
礼
」
と
は
移
書
譲
太
常
博
士
に
「
及
魯
恭
王
壊
孔

子
宅
、
欲
以
為
宮
、
而
得
古
文
於
壊
壁
之
中
、
逸
礼
有
三
十
九
、
書
十
六

篇
」（『
漢
書
』
楚
元
王
伝
附
劉
歆
伝
）
と
あ
る
、
当
時
の
礼
経
（
士
礼
）

の
古
文
で
あ
る（

（（
（

。
劉
歆
は
古
文
を
学
官
に
立
て
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

が
、
礼
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
も
今
文
経
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
の
逸
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礼
を
挙
げ
て
い
る
。「
周
官
」
は
、
劉
歆
『
七
略
』
の
姿
を
伝
え
る
『
漢

書
』
藝
文
志
に
お
い
て
六
藝
の
一
つ
の
礼
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
礼
経

の
地
位
を
脅
か
し
て
は
い
な
い（

（（
（

。

さ
て
、『
周
礼
』
に
お
け
る
「
五
帝
」
の
用
例
で
あ
る
が
、
う
ち
一
例

は
春
官
外
史
に
「
掌
三
皇
五
帝
之
書
」
と
あ
り
、
前
述
の
五
帝
三
王
に
類

似
す
る
が
、
そ
の
他
は
皆
祭
祀
対
象
と
し
て
の
「
五
帝
」
で
あ
る
。
春
官

外
史
の
記
事
は
、
後
世
の
三
皇
五
帝
三
王
の
認
識（

（（
（

や
、
始
皇
帝
の
呼
称
の

確
定
経
緯
を
踏
ま
え
る
と（

（（
（

、
三
皇
五
帝
の
順
序
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が（
（（
（

、
祭
祀
対
象
の
例
は
、
天
官
大
宰
に
「
祀
五
帝
、
則
掌
百
官
之
誓
戒
、

与
其
具
脩
」
と
あ
る
他
、
地
官
、
春
官
、
秋
官
に
も
見
え
る（

（（
（

。
た
だ
し
そ

の
内
訳
は
明
記
さ
れ
な
い
。

こ
こ
で
、
劉
歆
の
歴
史
認
識
を
考
え
る
に
、
移
書
譲
太
常
博
士
の
冒
頭

に
「
昔
唐
虞
既
衰
、
而
三
代
迭
興
、
聖
帝
明
王
、
累
起
相
襲
、
其
道
甚

著
」
と
あ
り
、
唐
虞
三
代
の
認
識
は
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
は

不
明
で
あ
る
。
ま
た
、「
三
統
暦
」
の
理
論
の
前
提
と
な
る
「
鍾
律
書
」、

劉
歆
の
「
三
統
暦
」
と
も
に
「
五
帝
」
の
名
称
は
出
現
し
な
い
。『
史
記
』

が
示
し
た
五
帝
三
王
の
概
念
は
、
劉
歆
に
と
っ
て
は
『
易
』『
春
秋
』
等

の
彼
が
信
奉
す
る
経
書
に
見
え
な
い
た
め
に
採
用
す
る
必
然
性
が
認
め
ら

れ
ず
、
そ
の
一
方
で
、
当
時
は
五
経
の
一
と
は
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
通
暁
す
る
者
を
天
下
に
求
め
る
形
で
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
た

「
周
官
」（『
周
礼
』）
に
散
見
す
る
祭
祀
対
象
と
し
て
の
「
五
帝
」
を
意
識

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（（
（

。「
周
官
」（『
周
礼
』）
に
僅
か
一
見
す
る
「
三

皇
五
帝
」
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
、
西
漢
の
五
帝
祭
祀
に
つ
い
て

「
世
経
」
が
祭
祀
対
象
と
し
て
の
五
帝
を
用
い
た
可
能
性
が
見
え
て
き

た
が
、「
世
経
」
の
五
帝
が
平
帝
期
の
祭
祀
対
象
で
あ
る
五
帝
（
五
方
帝
）

と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る（

（（
（

。『
漢
書
』
郊
祀
志
下
に
元
始
年
間

の
王
莽
に
よ
る
複
数
の
上
奏
を
載
せ
る
が
、
そ
の
一
つ
に

（
前
略
）
今
五
帝
兆
居
在
雍
五
畤
、
不
合
於
古
。
…
…
。
謹
与
太

師
光
・
大
司
徒
宮
・
羲
和
歆
等
八
十
九
人
議
、
…
…
、
分
羣
神
以
類

相
従
為
五
部
、
兆
天

之
別
神
、
中
央
帝
黄
霊
后
土
畤
及
日
廟
・
北

辰
・
北
斗
・
塡
星
・
中
宿
中
宮
於
長
安
城
之
未

兆
、
東
方
帝
太
昊

青
霊
勾
芒
畤
及
靁
公
・
風
伯
廟
・
歳
星
・
東
宿
東
宮
於
東
郊
兆
、
南

方
炎
帝
赤
霊
祝
融
畤
及
熒
惑
星
・
南
宿
南
宮
於
南
郊
兆
、
西
方
帝
少

皥
白
霊
蓐
収
畤
及
太
白
星
・
西
宿
西
宮
於
西
郊
兆
、
北
方
帝
顓
頊
黒

霊
玄
冥
畤
及
月
廟
・
雨
師
廟
・
辰
星
・
北
宿
北
宮
於
北
郊
兆
。」
奏

可
。
於
是
長
安
旁
諸
廟
兆
畤
甚
盛
矣
。
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と
あ
る
。
確
か
に
、
こ
こ
に
見
え
る
劉
歆
等
と
議
し
た
結
果
と
し
て
の
五

方
帝
は
、「
世
経
」
の
太
昊
帝
以
下
顓
頊
に
至
る
五
帝
と
、
中
央
「
黄
帝
」

の
欠
如
を
除
け
ば
一
致
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
「
五
帝
」
に
つ
い
て
の
王
莽
の

主
旨
は
「
今
、
五
帝
の
兆
居
の
雍
の
五
畤
に
在
る
は
、
古
に
合
は
ず
」
と

言
う
よ
う
に
、
雍
の
五
畤
で
祭
ら
れ
る
五
帝
を
長
安
の
郊
に
移
す
こ
と
に

あ
る
。
五
方
帝
自
体
は
こ
れ
以
前
か
ら
祭
ら
れ
て
お
り
、
王
莽
の
第
一
の

上
奏
に
「
高
皇
帝
受
命
、
因
雍
四
畤
起
北
畤
、
而
備
五
帝
、
未
共
天
地
之

祀
」
と
あ
る
よ
う
に
、
高
祖
の
時
期
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
郊
祀
志
上

に
は

二
年
、
東
撃
項
籍
而
還
入
関
、
問
「
故
秦
時
上
帝
祠
何
帝
也
。」

対
曰
「
四
帝
、
有
白
・
青
・
黄
・
赤
帝
之
祠
。」
高
祖
曰
「
吾
聞
天

有
五
帝
、
而
四
、
何
也
。」
莫
知
其
説
。
於
是
高
祖
曰
「
吾
知
之
矣
、

乃
待
我
而
具
五
也
。」
乃
立
黒
帝
祠
、
名
曰
北
畤
。

と
あ
り
、
秦
以
来
の
四
帝
に
黒
帝
を
加
え
た
五
帝
祭
祀
が
開
始
さ
れ
た
と

言
う（

（（
（

。
こ
の
五
帝
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
郊
祀
志
お
よ
び
そ
の
資

料
で
あ
る
『
史
記
』
封
禪
書
か
ら
わ
か
る
の
は
、
黄
帝
・
少
皥
・
炎
帝
の

み
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
高
祖
期
以
降
、
五
畤
に
お
け
る
五
帝
祭
祀
は
行
わ
れ
て

お
り（

（（
（

、
成
帝
期
の
匡
衡
の
上
奏
に

漢
興
之
初
、
儀
制
未
及
定
、
即
且
因
秦
故
祠
、
復
立
北
畤
。
今
既

稽
古
、
建
定
天
地
之
大
礼
、
郊
見
上
帝
、
青
赤
白
黄
黒
五
方
之
帝
皆

畢
陳
、
各
有
位
饌
、
祭
祀
備
具
。（『
漢
書
』
郊
祀
志
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
五
帝
と
は
一
貫
し
て
五
色
五
方
の
帝
で
あ
っ
た
と

見
て
よ
い
。

劉
歆
が
『
周
官
』
に
よ
っ
て
五
帝
を
祭
祀
対
象
と
認
定
し
た
も
の
と

し
、
そ
の
五
帝
の
内
容
を
経
書
や
そ
れ
に
準
ず
る
書
物
に
求
め
る
と
、
礼

の
記
で
あ
る
月
令
に
見
え
る
東
方
帝
大
皥
、
南
方
帝
炎
帝
、
中
央
帝
黄

帝
、
西
方
帝
少
皥
、
北
方
帝
顓
頊
の
五
帝
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
先
に

五
帝
三
王
が
『
礼
記
』
に
見
え
な
が
ら
も
こ
れ
に
依
ら
な
い
と
述
べ
な
が

ら
、
そ
の
一
方
で
五
帝
の
内
訳
は
『
礼
記
』
に
依
拠
さ
せ
よ
う
と
す
る
の

は
方
便
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
五
帝
は
、「
世
経
」

冒
頭
に
述
べ
る
よ
う
に
『
春
秋
伝
』（『
左
伝
』）
と
『
易
』
に
見
え
る
帝

の
名
称
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
は
（
後
述
）、
か
え
っ
て
積
極
的
採
用
の

理
由
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
高
祖
以
降
平
帝
に
至
る
ま
で
の
五
帝
祭
祀

も
場
所
の
異
動
は
あ
る
が
基
本
的
に
は
五
方
帝
の
祭
祀
で
あ
り
、
そ
の
内

訳
に
つ
い
て
は
大
き
な
異
説
が
な
い
こ
と
も（

（（
（

、
劉
歆
が
採
用
し
た
背
景
に
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あ
る
と
言
え
よ
う
。

三
、「
鍾
律
書
」
お
よ
び
「
三
統
暦
」
の
五
行

祭
祀
対
象
と
し
て
の
五
帝
が
月
令
に
見
え
る
五
帝
と
一
致
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
五
行
相
生
の
序
を
選
択
す
る
道
が
見
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、「
三
統
暦
」
に
は
五
行
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
書
か
れ
、
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
三
統
暦
」
は
、
律
暦
志
上
に
収
載
さ

れ
る
「
鍾
律
書
」
の
理
論
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
本
節
で
は
「
鍾
律

書
」
と
「
三
統
暦
」
に
見
え
る
五
行
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
鍾
律
書
」
は
「
一
曰
備
数
、
二
曰
和
聲
、
三
曰
審
度
、
四
曰
嘉
量
、

五
曰
権
衡
」
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
の
「
声
」
を
論
じ
て
、

協
之
五
行
、
則
角
為
木
、
五
常
為
仁
、
五
事
為
貌
。
商
為
金
為
義

為
言
、
徵
為
火
為
礼
為
視
、
羽
為
水
為
智
為
聴
、
宮
為
土
為
信
為

思
。
以
君
臣
民
事
物
言
之
、
則
宮
為
君
、
商
為
臣
、
角
為
民
、
徵
為

事
、
羽
為
物
。
唱
和
有
象
、
故
言
君
臣
位
事
之
体
也
。

と
言
い
、
五
声
と
五
行
・
五
常
・
五
事
お
よ
び
君
臣
民
事
物
の
配
当
を
述

べ
て
い
る
。
五
行
・
五
常
・
五
事
と
の
配
当
を
述
べ
る
部
分
の
排
列
は
、

木
・
金
・
火
・
水
・
土
の
相
勝
の
順
で
あ
る
が
、
君
臣
民
事
物
の
配
当

は
、
五
声
の
音
高
順
に
よ
る
。
ま
た
、
五
声
と
君
臣
民
事
物
の
配
当
は
、

『
礼
記
』
楽
記
篇
に
同
じ
で
あ
る（

（（
（

。
五
常
と
の
配
当
は
不
明
で
あ
る（

（（
（

。
五

事
は
『
尚
書
』
洪
範
篇
に
「
五
事
。
一
曰
貌
、
二
曰
言
、
三
曰
視
、
四
曰

聴
、
五
曰
思
」
と
あ
り
、
一
見
「
鍾
律
書
」
の
順
序
と
一
致
す
る
。『
尚

書
』
洪
範
篇
に
は
「
一
、
五
行
。
一
曰
水
、
二
曰
火
、
三
曰
木
、
四
曰

金
、
五
曰
土
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
水
＝
貌
、
火
＝
言
、
木
＝
視
、

金
＝
聴
、
土
＝
思
と
な
り
、「
鍾
律
書
」
と
は
土
の
配
当
の
み
一
致
す
る（

（（
（

。

し
か
し
、『
漢
書
』
五
行
志
に
引
く
劉
歆
の
「
伝
」
は
、「
鍾
律
書
」
の
五

行
・
五
事
の
配
当
と
月
令
の
蟲
の
配
当
と
を
結
合
さ
せ
た
も
の
に
一
致
し

て
い
る
。『
漢
書
』
五
行
志
に
引
く
貌
の
伝
に
「
時
則
有
龜
孽
」
と
あ
る

が
劉
歆
は
「
有
鱗
蟲
之
孽
」
と
解
し
、
言
の
伝
に
「
時
則
有
介
蟲
之
孽
」

と
あ
る
が
劉
歆
は
「
時
有
毛
蟲
之
孽
」
と
解
し
（
以
上
、
五
行
志
中
之

上
）、
視
の
伝
に
「
時
則
有
蠃
蟲
之
孽
」
と
あ
る
が
劉
歆
は
「
有
羽
蟲
之

孽
」
と
解
し
、
聴
の
伝
に
「
時
則
有
魚
孽
」
と
あ
る
が
劉
歆
は
「
有
介
蟲

孽
也
」
と
解
し
（
以
上
、
五
行
志
中
之
下
）、
思
心
の
伝
に
「
時
則
有
華

孽
」
と
あ
る
が
劉
歆
は
「
時
則
有
臝
蟲
之
孽
」
と
解
釈
す
る
（
五
行
志
下

之
上
）。
こ
の
蟲
は
月
令
で
は
土
＝
倮
、
金
＝
毛
、
木
＝
鱗
、
火
＝
羽
、

水
＝
介
と
配
当
さ
れ
る（

（（
（

。
こ
れ
を
劉
歆
の
五
事
の
「
伝
」
と
統
合
す
る

と
、
土
＝
臝
（
倮
）（

（（
（

＝
思
心
、
金
＝
毛
＝
言
、
木
＝
鱗
＝
貌
、
火
＝
羽
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＝
視
、
水
＝
介
＝
聴
と
な
り
、「
鍾
律
書
」
の
配
当
に
一
致
す
る（

（（
（

。
こ
の

劉
歆
の
「
伝
」
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
五
行
志
中
之
上
に

孝
武
時
、
夏
侯
始
昌
通
五
経
、
善
推
五
行
伝
、
以
伝
族
子
夏
侯

勝
、
下
及
許
商
、
皆
以
教
所
賢
弟
子
。
其
伝
与
劉
向
同
、
唯
劉
歆
伝

独
異
。

と
あ
り
、
劉
歆
の
「
五
行
伝
」
は
夏
侯
始
昌
以
来
の
説
と
一
人
異
な
っ
て

い
る
と
言
う（

（（
（

。
劉
歆
の
「
五
行
伝
」
と
「
鍾
律
書
」
と
の
先
後
関
係
は
不

明
で
あ
る
が（

（（
（

、
劉
歆
や
「
鍾
律
書
」
が
、
月
令
的
五
行
配
当
へ
の
統
合
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
五
の
「
権
衡
」
に
は
、

咸
有
五
象
、
其
義
一
也
。
以
陰
陽
言
之
、
大
陰
者
、
北
方
。
北
、

伏
也
、
陽
気
伏
於
下
、
於
時
為
冬
。
…
…
。
知
者
謀
、
謀
者
重
、
故

為
権
也
。
大
陽
者
、
南
方
。
南
、
任
也
、
陽
気
任
養
物
、
於
時
為

夏
。…
…
。
礼
者
斉
、
斉
者
平
、
故
為
衡
也
。
少
陰
者
、
西
方
。
西
、

遷
也
、
陰
気
遷
落
物
、
於
時
為
秋
。
…
…
。
義
者
成
、
成
者
方
、
故

為
矩
也
。
少
陽
者
、
東
方
。
東
、
動
也
、
陽
気
動
物
、
於
時
為
春
。

…
…
。
仁
者
生
、
生
者
圜
、
故
為
規
也
。
中
央
者
、
陰
陽
之
內
、
四

方
之
中
、
経
緯
通
達
、
乃
能
端
直
、
於
時
為
四
季
。
土
稼
嗇
蕃
息
。

信
者
誠
、
誠
者
直
、
故
為
縄
也
。

と
あ
り
、
権
・
衡
・
規
・
矩
・
縄
の
五
者
を
五
行
に
配
当
す
る
に
当
た

り
、「
声
」
の
項
で
も
用
い
た
五
常
を
介
在
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
五
者
と

五
方
の
配
当
は
『
淮
南
子
』
天
文
篇
に
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
五
常

は
見
え
な
い（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、「
鍾
律
書
」
に
お
い
て
は
月
令
に
見
え
な
い
事
物
も
五

行
に
結
合
さ
せ
て
お
り
、
五
行
説
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
配
当
は
月
令
的
五
行
説
（
相
生
説
）
に
よ
る
傾
向
が
強
い

が
、
排
列
に
は
複
数
の
序
が
混
在
し
て
い
る
。

次
い
で
、「
三
統
暦
」
に
見
え
る
五
行
を
見
て
お
こ
う
。

三
代
各
拠
一
統
、
明
三
統
常
合
、
而
迭
為
首
、
登
降
三
統
之
首
、

周
還
五
行
之
道
也
。
故
三
五
相
包
而
生
。
天
統
之
正
、
始
施
於
子

半
、
日
萌
色
赤
。
地
統
受
之
於
丑
初
、
日
肇
化
而
黄
、
至
丑
半
、
日

牙
化
而
白
。
人
統
受
之
於
寅
初
、
日
孽
成
而
黒
、
至
寅
半
、
日
生
成

而
青
。
天
施
復
於
子
、
地
化
自
丑
畢
於
辰
、
人
生
自
寅
成
於
申
。

…
…
。
三
微
之
統
既
者
、
而
五
行
自
青
始
、
其
序
亦
如
之
。
五
行
与

三
統
相
錯
。
伝
曰
「
天
有
三
辰
、
地
有
五
行
」、
然
則
三
統
五
星
可
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知
也
。
易
曰
「
参
五
以
変
、
錯
綜
其
数
。
通
其
変
、
遂
成
天
下
之

文
。
極
其
数
、
遂
定
天
下
之
象
。」
太
極
運
三
辰
五
星
於
上
。
而
元

気
転
三
統
五
行
於
下
。
其
於
人
、
皇
極
統
三
徳
五
事
。
故
三
辰
之
合

於
三
統
也
、
日
合
於
天
統
、
月
合
於
地
統
、
斗
合
於
人
統
。
五
星
之

合
於
五
行
、
水
合
於
辰
星
、
火
合
於
熒
惑
、
金
合
於
太
白
、
木
合
於

歳
星
、
土
合
於
填
星
。
三
辰
五
星
而
相
経
緯
也
。（『
漢
書
』
律
暦
志

上
）

こ
こ
で
は
天
地
人
の
三
統
か
ら
赤
・
黄
・
白
・
黒
・
青
の
五
色
を
導
い
た

上
で
、
青
か
ら
始
ま
る
五
行
の
序
を
示
す
。
ま
た
「
五
行
と
三
統
と
は
相

錯
は
る
」
と
言
い
、『
伝
』（
昭
公
三
十
二
年
『
左
伝
』）
の
天
の
三
辰
と

地
の
五
行
を
、
天
の
三
辰
五
星
と
地
の
三
統
五
行
に
拡
大
し
、
天
地
に
お

い
て
同
数
の
も
の
を
対
応
さ
せ
る
。「
太
極
は
三
辰
五
星
を
上
に
運
ら
せ

て
、
元
気
は
三
統
五
行
を
下
に
転
ず
」「
五
星
の
五
行
に
合
す
る
や
、
水

は
辰
星
に
合
し
、
火
は
熒
惑
に
合
し
、
金
は
太
白
に
合
し
、
木
は
歳
星
に

合
し
、
土
は
填
星
に
合
す
」
と
、
五
星
と
五
行
が
対
応
す
る
こ
と
を
言

い
、
そ
の
五
行
が
「
青
よ
り
始
ま
る
」
相
生
の
序
で
あ
る
こ
と
を
言
い
な

が
ら
、
五
星
の
運
行
に
適
用
さ
れ
る
の
は
相
生
の
序
で
は
な
い
。
五
星
の

五
行
と
の
結
合
に
つ
い
て
は
、
続
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

天
以
一
生
水
、
地
以
二
生
火
、
天
以
三
生
木
、
地
以
四
生
金
、
天

以
五
生
土
。
五
勝
相
乗
、
以
生
小
周
、
以
乗
乾
坤
之
策
、
而
成
大

周
。

こ
の
一
水
、
二
火
、
三
木
、
四
金
、
五
土
と
い
う
五
行
始
生
の
序
に
よ
る

数
字
は
月
令
的
五
行
と
は
異
な
る
も
の
で（

（（
（

、『
周
易
』
繋
辞
伝
上
「
天
一
、

地
二
、
天
三
、
地
四
、
天
五
、
地
六
、
天
七
、
地
八
、
天
九
、
地
十
」
と

『
尚
書
』
洪
範
篇
「
一
、
五
行
。
一
曰
水
、
二
曰
火
、
三
曰
木
、
四
曰
金
、

五
曰
土
」
と
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
、「
五
勝
相
乗
じ

て
、
以
て
小
周
を
生
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
五
行
相
勝
の
序
を
用
い
て
五
星

の
「
小
周
」（
公
転
周
期
）
等
を
求
め
る
の
に
用
い
ら
れ
、
詳
し
く
は
「
紀

母
」
に
記
さ
れ
る
。

木
金
相
乗
為
十
二
、
是
為
歳
星
小
周
。
小
周
乗
巛
策
、
為
千
七
百

二
十
八
、
是
為
歳
星
歳
数
。
…
…

金
火
相
乗
為
八
、
又
以
火
乗
之
為
十
六
而
小
復
。
小
復
乗
乾
策
、

為
三
千
四
百
五
十
六
、
是
為
太
白
歳
数
。
…
…

土
木
相
乗
而
合
経
緯
為
三
十
、
是
為
鎮
星
小
周
。
小
周
乗
巛
策
、

為
四
千
三
百
二
十
、
是
為
鎮
星
歳
数
。
…
…
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歳
星
の
「
小
周
」
を
求
め
る
の
に
用
い
る
木
金
、
太
白
の
「
小
復
」（

（（
（

を
求

め
る
の
に
用
い
る
金
火
、
鎮
星
の
「
小
周
」
を
求
め
る
の
に
用
い
る
土

木
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
五
行
相
勝
の
序
に
基
づ
い
て
い
る
。
引
用
は
割

愛
し
た
が
、
熒
惑
・
辰
星
は
ぞ
れ
ぞ
れ
「
火
経
特
成
」「
水
経
特
成
」
で

あ
る
の
で
、
乗
算
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
先
に
、
劉
歆
の
「
五
行
伝
」

に
お
い
て
は
五
行
説
の
統
合
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、

こ
こ
で
は
生
成
と
相
勝
の
二
種
の
序
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
、

「
統
術
」
に
は

推
五
行
、
其
四
行
各
七
十
三
日
、
統
法
分
之
七
十
七
。
中
央
各
十

八
日
、
統
法
分
之
四
百
四
。

と
あ
り
、
一
年
を
五
行
に
従
っ
て
分
け
た
場
合
の
日
数
が
示
さ
れ
て
い

る
。「
三
統
暦
」
の
最
後
、「
世
経
」
に
は

太
昊
帝
。
易
曰
、
炮
犧
氏
之
王
天
下
也
。
言
炮
犧
継
天
而
王
、
為

百
王
先
、
首
徳
始
於
木
、
故
為
帝
太
昊
。

と
言
い
、
以
下
に
相
生
の
序
に
従
っ
て
五
徳
の
循
環
と
そ
れ
に
応
ず
る
帝

や
王
朝
が
記
載
さ
れ
、
炮
犧
氏
＝
木
徳
、
神
農
氏
＝
火
徳
、
軒
轅
氏
＝
土

徳
、
金
天
氏
＝
金
徳
、
高
陽
氏
＝
水
徳
、
高
辛
氏
＝
木
徳
、
陶
唐
氏
＝
火

徳
、
有
虞
氏
＝
土
徳
、
夏
后
氏
＝
金
徳
、
商
・
殷
＝
水
徳
、
周
室
＝
木

徳
、
漢
＝
火
徳
と
な
る
。
太
昊
帝
炮
犧
氏
が
木
徳
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、『
漢
書
』
郊
祀
志
賛
に
「
劉
向
父
子
以
為
帝
出
於
震
、
故
包
羲
氏
始

受
木
徳
、
其
後
以
母
伝
子
、
終
而
復
始
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば（

（（
（

、『
周
易
』

説
卦
の
「
帝
出
乎
震
、
…
…
。
万
物
出
乎
震
。
震
、
東
方
也
」
に
基
づ
い

て
東
方
帝
か
ら
始
め
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、「
三
統
暦
」
の
上
文
（
前

引
）
に
「
五
行
は
青
よ
り
始
ま
り
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
と
一
致
す
る
。

た
だ
し
、『
易
』
の
記
事
だ
け
で
は
相
生
の
序
は
導
け
な
い
。「
三
統
暦
」

（
前
引
）
で
は
ま
ず
赤
・
黄
・
白
・
黒
・
青
の
序
を
三
統
か
ら
導
い
て
お

り
、
こ
れ
を
青
か
ら
開
始
す
れ
ば
相
生
の
序
に
な
る
。
こ
の
五
色
の
導
き

方
は
恣
意
的
で
は
あ
る
が
、「
鍾
律
書
」
に
月
令
的
配
当
（
相
生
説
）
が

用
い
ら
れ
、「
三
統
暦
」
に
お
い
て
も
一
年
の
区
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
は
、
相
生
の
序
を
用
い
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
唐
突
で
は
な
い
。

相
生
の
序
に
つ
い
て
は
次
節
で
も
述
べ
る
。

以
上
に
考
察
し
た
よ
う
に
、「
鍾
律
書
」
に
お
い
て
は
月
令
的
五
行
説

の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
相
生
・
相
勝
等
の
排
列
が
混
在
し
て
お

り
、「
三
統
暦
」
に
お
い
て
は
相
生
・
始
生
・
相
勝
の
三
種
の
序
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。「
三
統
暦
」
で
暦
法
上
の
数
値
を
求
め
る
た
め
の
五
行
に

は
始
生
・
相
勝
の
説
を
適
宜
用
い
る
が
、
こ
れ
は
相
生
の
数
を
用
い
て
五
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星
の
運
行
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
運
用
さ
れ
る
五
行
に
は
一
年
に
該
当
す
る
も
の
と
（「
統
術
」）、

王
朝
が
従
う
も
の
（「
世
経
」）
と
が
あ
り
、
前
者
は
中
央
が
四
時
に
分
配

さ
れ
る
が
基
本
的
に
は
春
夏
秋
冬
（
木
火
金
水
）
に
中
央
（
土
）
を
加
え

た
相
生
の
序
、
後
者
も
木
徳
に
始
ま
る
相
生
の
序
に
従
っ
て
い
る
。

四
、
失
わ
れ
た
歴
史
の
再
提
示
と
し
て
の
「
世
経
」

「
世
経
」
の
帝
系
は
、
先
行
説
と
の
相
違
か
ら
は
劉
歆
が
創
始
し
た
も

の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が（

（（
（

、
お
そ
ら
く
劉
歆
自
身
は
埋
も
れ

て
い
た
周
の
歴
史
観
を
再
掲
出
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
こ
と
を
論
じ
る
。

「
世
経
」
の
冒
頭
に
は

春
秋
昭
公
十
七
年
「
郯
子
来
朝
。」
伝
曰
「
昭
子
問
少
昊
氏
鳥
名

何
故
。
対
曰
、
吾
祖
也
、
我
知
之
矣
。
昔
者
黄
帝
氏
以
雲
紀
、
故
為

雲
師
而
雲
名
。
炎
帝
氏
以
火
紀
、
故
為
火
師
而
火
名
。
共
工
氏
以
水

紀
、
故
為
水
師
而
水
名
。
太
昊
氏
以
龍
紀
、
故
為
龍
師
而
龍
名
。
我

高
祖
少
昊
摯
之
立
也
、
鳳
鳥
適
至
、
故
紀
於
鳥
、
為
鳥
師
而
鳥
名
。」

言
郯
子
拠
少
昊
受
黄
帝
、
黄
帝
受
炎
帝
、
炎
帝
受
共
工
、
共
工
受
太

昊
、
故
先
言
黄
帝
、
上
及
太
昊
。
稽
之
於
易
、
炮
犠
・
神
農
・
黄
帝

相
継
之
世
可
知
。

と
あ
る
。
先
ず
、『
左
伝
』
に
よ
り
太
昊
・
共
工
・
炎
帝
・
黄
帝
・
少
昊

の
順
序
を
言
い
、
こ
れ
を
『
易
』
繋
辞
下
の
「
古
者
包
犧
氏
之
王
天
下

也
、
…
…
。
包
犧
氏
没
。
神
農
氏
作
。
…
…
。
神
農
氏
没
。
黃
帝
・
堯
・

舜
氏
作
」
と
併
せ
て
読
む
こ
と
で
太
昊
と
包
犠
氏
、
炎
帝
と
神
農
氏
を
同

一
視
す
る
と
同
時
に
、
共
工
氏
を
除
外
し
て
太
昊
・
炎
帝
・
黄
帝
と
す
る

順
序
を
確
定
す
る
。
こ
こ
で
、
祭
祀
対
象
で
あ
る
五
方
帝
と
一
致
す
る
太

昊
・
炎
帝
・
黄
帝
・
少
昊
の
四
帝
が
確
定
す
る
。
な
お
、
昭
公
十
七
年

『
左
伝
』
の
下
文
に
「
自
顓
頊
以
来
、
不
能
紀
遠
、
乃
紀
於
近
」
と
あ
り
、

少
昊
の
次
に
顓
頊
が
位
置
す
る
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ

で
『
伝
』
を
引
き
つ
つ
顓
頊
帝
の
序
に
言
及
し
な
い
の
は
、『
史
記
』
や

そ
れ
が
依
拠
し
た
先
行
説
に
見
え
な
い
太
昊
・
炎
帝
・
少
昊
の
三
者
を
含

め
る
こ
と
の
主
張
を
、
こ
の
冒
頭
論
述
の
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。『
左
伝
』
を
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
劉
歆
に
と
っ
て

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
基
本
文
献
と
し
て
『
易
』
を
用
い
て
い
る
の

は
、「
鍾
律
書
」
が
既
に
『
易
』
の
数
理
に
基
づ
き
、「
三
統
暦
」
が
そ
れ

に
従
い
『
易
』
の
理
念
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

も
議
論
の
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
小
国
郯
の
始
祖
の
話
を
根
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拠
と
し
て
い
る
が
、『
左
伝
』
の
下
文
に
は

仲
尼
聞
之
、
見
於
郯
子
而
学
之
。
既
而
告
人
曰
、
吾
聞
之
。
天
子

失
官
、
学
在
四
夷
。
猶
信
。

と
あ
り
、
こ
の
孔
子
の
評
価
も
、
郯
の
伝
承
を
信
ず
る
に
足
る
も
の
と
し

た
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
太
昊
帝
よ
り
始
ま
り
、
漢
光
武

帝
ま
で
の
推
移
が
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
『
易
』
に
現
れ

な
い
帝
嚳
ま
で
を
扱
う
。
太
昊
帝
に
つ
い
て
は
前
節
で
述
べ
た
が
、
続
い

て

祭
典
曰
、
共
工
氏
伯
九
域
。
言
雖
有
水
徳
、
在
火
木
之
間
、
非
其

序
也
。
任
知
刑
以
彊
、
故
伯
而
不
王
。
秦
以
水
徳
、
在
周
漢
木
火
之

間
。
周
人

其
行
序
、
故
易
不
載
。

と
冒
頭
の
『
伝
』
に
見
え
て
い
た
共
工
氏
が
正
式
な
五
行
の
順
序
に
い
な

い
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
の
根
拠
は
「
祭
典
」（

（（
（

に
見
え
る
「
王
」
で
は
な
く

「
伯
」
と
い
う
用
字
と
、「
周
人
其
の
行
序
よ
り

（
遷
）
す
、
故
に
易
載

せ
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
の
人
が
「
行
序
」
か
ら
除
外
し
た
、
と

い
う
の
は
前
述
の
祭
祀
対
象
と
し
て
の
五
帝
、
太
昊
・
炎
帝
・
黄
帝
・
少

昊
・
顓
頊
に
共
工
氏
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

「
行
序
」
と
は
五
方
帝
の
五
行
の
序
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
と
同
時
に
、
五
方
帝
の
序
を
定
め
た
の
は
周
人
で
あ
る
と
い
う
劉

歆
の
認
識
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
周
人
の
行
為
を
秦
の
扱
い
に
応
用
し

て
、
秦
は
五
行
の
序
か
ら
外
れ
る
も
の
と
認
定
す
る
。
以
下
、
周
の
行
為

に
言
及
し
て
い
る
の
が
少
昊
帝
、
顓
頊
帝
、
帝
嚳
の
項
で
あ
る
。

少
昊
帝　

考
徳
曰
、
少
昊
曰
清
。
清
者
、
黄
帝
之
子
清
陽
也
、
是

其
子
孫
名
摯
立
。
土
生
金
、
故
為
金
徳
、
天
下
号
曰
金
天
氏
。
周

其
楽
、
故
易
不
載
、
序
於
行
。

顓
頊
帝　

春
秋
外
伝
曰
、
少
昊
之
衰
、
九
黎
乱
徳
、
顓
頊
受
之
、

乃
命
重
黎
。
蒼
林
昌
意
之
子
也
。
金
生
水
、
故
為
水
徳
。
天
下
号
曰

高
陽
氏
。
周

其
楽
、
故
易
不
載
、
序
於
行
。

帝
嚳　

春
秋
外
伝
曰
、
顓
頊
之
所
建
、
帝
嚳
受
之
。
清
陽
玄
囂
之

孫
也
。
水
生
木
、
故
為
木
徳
。
天
下
号
曰
高
辛
氏
。
帝
摯
継
之
、
不

知
世
数
。
周

其
楽
、
故
易
不
載
、
周
人
禘
之
。

い
ず
れ
も
、
冒
頭
で
根
拠
と
し
た
『
易
』
に
は
見
え
て
い
な
い
。「
世
経
」

で
は
こ
の
三
帝
が
黄
帝
と
帝
堯
と
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。『
易
』
に

見
え
な
い
理
由
は
、
共
工
氏
は
周
の
人
が
五
行
の
序
か
ら
除
外
し
た
か
ら
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で
あ
っ
た
が
、
こ
の
三
者
は
い
ず
れ
も
「
周
、
其
の
楽
を

（
遷
）
し
」

た
か
ら
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
少
昊
帝
と
顓
頊
帝
の
末
文
に
共
通
す
る
「
故
易

不
載
、
序
於
行
」
は
、
こ
の
二
帝
が
祭
祀
対
象
で
あ
る
五
方
帝
に
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
も
、「（
周
人
は
そ
の
楽
を
除
外
し
た
の
で
）『
易
』
に
は
記

載
し
な
い
が
、
五
行
に
は
序
列
し
た
」
と
い
う
意
味
に
読
む
の
が
適
切
で

あ
る（

（（
（

。
帝
嚳
に
つ
い
て
は
「
故
に
易
載
せ
ざ
れ
ど
も
、
周
人
之
を
禘
す
」

と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
行
序
」
へ
の
言
及
が
な
い
の
は
帝
嚳
が
五
方
帝

に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
代
わ
り
に
周
人
の
禘
祭
を
言
う
。

『
易
』
に
も
五
方
帝
と
し
て
も
現
れ
な
い
帝
嚳
を
顓
頊
の
次
に
位
置
付
け

る
根
拠
は
「
春
秋
外
伝
」
で
あ
る
が
、
こ
の
文
は
現
行
本
『
国
語
』
魯
語

上
に
見
え
る
。
魯
語
上
に
は
「
周
人
禘
嚳
而
郊
稷
、
祖
文
王
而
宗
武
王
」

と
も
あ
り
、
周
人
の
禘
祭
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
が（

（（
（

、
周
が
帝
嚳
の
存
在
を
認
定
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。
こ
の
三
帝
に
つ
い
て
「『
易
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
周

の
人
は
そ
の
存
在
を
「
行
序
」
や
「
禘
」
の
形
で
認
め
て
い
る
」
と
述
べ

て
周
に
根
拠
を
求
め
る
の
は
、『
易
』
が
周
人
の
作
だ
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
己
の
示
す
通
史
は
周
の
人
の
認
識
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
、
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
帝
嚳
は
冒
頭
に
引
く

『
伝
』『
易
』
に
は
見
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
祭
祀
対
象
と
し
て
の
五
帝
に
含

ま
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
ま
で
の
「
世
経
」
の
記
載
方
針
に
照
ら
す
と
、
帝

系
に
含
め
る
根
拠
が
や
や
薄
弱
に
思
わ
れ
る（

（（
（

。
経
書
に
も
帝
嚳
の
名
は
見

え
て
お
ら
ず（

（（
（

、「
高
辛
氏
」
が
『
左
伝
』
に
見
え
る
の
み
で
あ
る（

（（
（

。
次
の

唐
帝
に
「
帝
系
曰
、
帝
嚳
四
妃
、
陳
豊
生
帝
堯
、
封
於
唐
。
蓋
高
辛
氏

衰
、
天
下
帰
之
」
と
あ
り
、「
世
経
」
に
は
武
力
に
よ
る
場
合
は
血
統
を

記
さ
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
（
禅
譲
等
）
に
は
血
統
を
記
す
と
言
う

特
色
が
あ
る
た
め（

（（
（

、
唐
帝
の
出
自
と
の
関
わ
り
か
ら
も
、
そ
の
存
在
を
認

定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
解
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
、「
世
経
」
で
は
周
人
が
五
方
帝
を
定
め
た
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
周
官
」
に
お
い
て
祭
祀
対
象
と
な
る
「
五
帝
」

で
あ
る
、
と
い
う
の
が
劉
歆
の
理
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

今
一
度
、「
世
経
」
の
冒
頭
に
立
ち
返
る
と
、「
世
経
」
は
昭
公
十
七
年

の
『
伝
』（『
左
伝
』）
か
ら
始
ま
る
が
、
劉
歆
が
孔
子
の
言
動
か
ら
「
郯

に
は
天
子
の
下
で
は
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
官
制
が
残
存
し
て
い
る
」
と

考
え
て
い
た
な
ら
ば
な
お
の
こ
と（

（（
（

、「
世
経
」
に
示
さ
れ
た
通
史
は
周
に

伝
え
ら
れ
た
古
い
歴
史
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。

結
語

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
劉
歆
が
「
世
経
」
と
し
て
歴
代
の
統
治
者
の



國學院雜誌  第 117 巻第 11 号（2016年） — 52 —

変
遷
を
記
す
に
あ
た
り
、
自
身
が
重
視
す
る
『
左
伝
』
と
、
理
論
の
前
提

に
用
い
ら
れ
て
い
る
『
易
』
を
基
本
資
料
と
し
た
上
で
、
周
人
の
歴
史
観

の
再
現
で
あ
る
と
い
う
理
念
か
ら
「
周
官
」
を
参
照
し
て
祭
祀
対
象
と
し

て
の
「
五
帝
」
を
第
一
循
環
に
お
き
つ
つ
操
作
を
加
え
た
と
こ
ろ
、『
易
』

『
左
伝
』
と
五
方
帝
の
三
者
を
齟
齬
な
く
統
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
相

生
の
序
が
確
定
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
劉
歆
の
経
書
に
限
定
さ
れ
な
い
文
献
読
解
の
結
果
が
表
出

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、「
世
経
」
が
示
す
歴
史
認
識
の
構
築
過
程
を
窺
う

こ
と
が
で
き
た
。『
漢
書
』
が
言
う
所
に
よ
れ
ば
、
劉
歆
の
説
は
劉
向
と

一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
劉
歆
の
文
献
読
解
と
い
う
点
で
は
、「
周
官
」

に
対
す
る
認
識
や
利
用
の
状
況
、
劉
歆
の
「
五
行
伝
」
に
つ
い
て
も
解
明

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
の
多
く
が
緯
書
の
漢
火
徳
説
や
、

王
莽
に
よ
る
漢
新
交
替
が
漢
火
徳
説
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て

い
る
よ
う
に
、
劉
歆
が
著
し
た
歴
史
は
当
時
の
世
に
現
れ
た
も
の
と
一
致

す
る
部
分
が
あ
る
。
本
稿
が
論
じ
残
し
た
事
は
多
く
、
こ
れ
ら
の
考
究
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（１
）	

狩
野
直
喜
「
五
行
の
排
列
と
五
帝
徳
に
就
い
て　

続
編
」（『
読
書
籑
餘
』、
み
す

ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
〔『
東
方
学
報
京
都
』
第
五
冊
初
出
〕）、
顧
頡
剛
「
五
徳

終
始
説
下
的
歴
史
和
政
治
」（『
古
史
弁
』
第
五
冊
、
太
平
書
局
、
一
九
六
三
年
）、

楊
権
『
新
五
徳
理
論
与
両
漢
政
治
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
第
三
章
・
二

「
劉
歆
対
新
五
徳
終
始
理
論
的
利
用
」
等
。

（
２
）	

小
林
信
明
「
五
徳
終
始
説
の
本
質
と
其
の
構
成
」（『
斯
文
』
第
一
九
編
第
一
一
号
、

昭
和
一
二
年
）、
同
『
中
国
上
代
陰
陽
五
行
思
想
の
研
究
』（
講
談
社
、
昭
和
二
六

年
）
等
。
近
年
で
は
平
澤
歩
『
漢
代
経
学
に
於
け
る
五
行
説
の
変
遷
』（
東
京
大

学
大
学
院
博
士
論
文
、
二
〇
一
四
年
）
が
、
劉
歆
の
「
洪
範
五
行
伝
」
や
五
徳
終

始
説
が
月
令
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
３
）	

久
野
昇
一
「
前
漢
末
に
漢
火
徳
説
の
称
え
ら
れ
た
る
理
由
に
就
い
て
」（
下
）（『
東

洋
学
報
』
二
五
―
四
、
一
九
三
八
年
）、
能
田
忠
亮
・
藪
内
清
「
三
統
術
の
研
究
」

（『
漢
書
律
暦
志
の
研
究
』、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
四
年
〈
昭
和
二
二
年
全
国
書
房

初
版
〉）、
川
原
秀
城
「
劉
歆
の
三
統
哲
学
」（『
中
国
の
科
学
思
想
』、
創
文
社
、

一
九
九
六
年
）、
石
合
香
「
暦
法
か
ら
見
た
漢
火
徳
説
の
再
検
討
」（『
日
本
中
国

学
会
報
』
第
四
八
集
、
一
九
九
六
年
）
等
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
区
分
は
あ
く
ま
で

も
目
安
に
す
ぎ
な
い
。

（
４
）	

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
劉
歆
の
三
統
説
は
先
行
す
る
三
統
説
と
五
行
説
の
融
合
を
企

図
し
た
と
は
言
い
難
い
こ
と
（「
劉
歆
の
三
統
説
に
つ
い
て
」〈『
二
松
学
舎
大
学

人
文
論
叢
』
第
八
六
輯
、
平
成
二
三
年
〉）、
漢
火
徳
説
と
漢
堯
後
説
は
表
裏
一
体

で
は
な
い
こ
と
（「
光
武
帝
に
よ
る
火
徳
堯
後
の
漢
再
興
に
つ
い
て
」〈『
後
漢
経

学
研
究
会
論
集
』
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
〉）、「
世
経
」
に
お
い
て
『
易
』

『
左
伝
』
に
基
づ
い
て
太
昊
帝
炮
犧
氏
を
起
点
と
し
た
時
点
で
相
勝
の
五
徳
終
始

説
を
踏
襲
す
る
必
要
性
は
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
こ
と
、
お
よ
び
漢
火
徳
説
は
明

記
さ
れ
て
い
る
が
漢
堯
後
説
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
（「
劉
歆
「
世
経
」

に
お
け
る
王
朝
交
替
に
つ
い
て
」〈『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
一
四
巻
第
九
号
、
平
成

二
五
年
〉）、
を
指
摘
し
て
き
た
。

（
５
）	「
世
経
」
は
、『
漢
書
』
律
暦
志
上
に
「
向
子
歆
究
其
微
眇
、
作
三
統
暦
及
譜
以
説
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春
秋
、
推
法
密
要
、
故
述
焉
」
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
「
三
統
暦
及
び
譜
」
の

一
部
で
あ
る
。
律
暦
志
上
に
三
統
暦
総
論
と
も
言
え
る
記
述
、
同
下
に
「
統
母
」

「
紀
母
」「
五
歩
」「
統
術
」「
紀
術
」「
歳
術
」「
世
経
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
三
統
暦
」
と
称
す
る
。

（
６
）	

そ
の
他
、『
礼
記
』
内
則
篇
に
「
凡
養
老
、
五
帝
憲
、
三
王
有
乞
言
。 

五
帝
憲
、

養
気
体
而
不
乞
言
。
三
王
亦
憲
、
既
養
老
而
后
乞
言
、
亦
微
其
礼
、
皆
有
惇
史
」、

同
楽
記
篇
に
「
故
商
者
五
帝
之
遺
声
也
。
…
…
斉
者
三
代
之
遺
声
也
」
と
あ
り
、

『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
に
「
宰
我
請
問
帝
顓
頊
。
孔
子
曰
、
五
帝
用
記
、
三
王

用
度
、
…
…
」、
同
盛
徳
篇
に
「
夫
民
善
其
徳
、
必
称
其
人
。
故
今
之
人
称
五
帝

三
王
者
、
依
然
若
猶
存
者
、
其
法
誠
徳
、
其
徳
誠
厚
」
と
あ
る
。

（
７
）	『
荀
子
』
大
略
篇
に
「
誥
誓
不
及
五
帝
、
盟
詛
不
及
三
王
、
交
質
子
不
及
五
伯
」

と
あ
り
、「
二
伯
」
を
「
五
伯
」
に
作
る
。

（
８
）	

秦
始
皇
本
紀
「
太
史
公
曰
、
…
…
、
始
皇
自
以
為
功
過
五
帝
、
地
広
三
王
、
而
羞

与
之
侔
」、
三
代
世
表
「
太
史
公
曰
、
五
帝
・
三
代
之
記
、
尚
矣
」
等
。

（
９
）	

秦
始
皇
本
紀
三
十
四
年
李
斯
の
言
「
五
帝
不
相
復
、
三
代
不
相
襲
、
各
以
治
、
非

其
相
反
、
時
変
異
也
」
や
琅
邪
刻
石
文
「
古
之
五
帝
三
王
、
知
教
不
同
」、
范
睢

蔡
沢
列
伝
・
范
睢
の
言
「
且
以
五
帝
之
聖
焉
而
死
、
三
王
之
仁
焉
而
死
、
五
伯
之

賢
焉
而
死
」、
陸
賈
列
伝
・
陸
賈
の
言
「
皇
帝
起
豊
沛
、
討
暴
秦
、
誅
彊
楚
、
為

天
下
興
利
除
害
、
継
五
帝
三
王
之
業
、
統
理
中
国
」、
叔
孫
通
列
伝
・
叔
孫
通
の

言
「
五
帝
異
楽
、
三
王
不
同
礼
」
等
。

（
10
）	

そ
の
他
、『
戦
国
策
』『
呂
氏
春
秋
』『
淮
南
子
』『
塩
鉄
論
』『
韓
詩
外
伝
』『
説
苑
』

等
に
見
え
る
。

（
11
）	

五
帝
本
紀
末
の
太
史
公
の
言
。

（
12
）	『
後
漢
書
』
儒
林
列
伝
下
「
孔
安
国
所
献
礼
古
経
五
十
六
篇
及
周
官
経
六
篇
、
前

世
伝
其
書
、
未
有
名
家
。」

（
13
）	『
隋
書
』
経
籍
志
経
部
礼
類
の
序
に
も
「
周
官
蓋
周
公
所
制
官
政
之
法
、
上
於
河

間
献
王
、
独
闕
冬
官
一
篇
。
献
王
購
以
千
金
不
得
、
遂
取
考
工
記
以
補
其
処
、
合

成
六
篇
奏
之
。
至
王
莽
時
、
劉
歆
始
置
博
士
、
以
行
於
世
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
踏

襲
し
て
い
る
。

（
14
）	

王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
は
、
藝
文
志
の
「
周
官
伝
四
篇
」
に
つ
い
て
「
周
官
既
置

博
士
、
当
時
必
有
伝
説
」
と
言
い
、
博
士
の
伝
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

（
15
）	『
漢
書
』
平
帝
紀
元
始
五
年
に
「
徵
天
下
通
知
逸
経
・
古
記
・
天
文
・
暦
算
・
鍾

律
・
小
学
・
史
篇
・
方
術
・
本
草
及
以
五
経
・
論
語
・
孝
経
・
爾
雅
教
授
者
、
在

所
為
駕
一
封
軺
伝
、
遣
詣
京
師
。
至
者
数
千
人
」
と
あ
り
、「
周
官
」
の
語
は
見

え
な
い
が
、
王
莽
伝
の
記
事
に
照
ら
せ
ば
「
逸
経
」「
古
記
」
に
含
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
王
莽
伝
上
・
元
始
五
年
の
公
卿
大
夫
等
九
百
二
人
に
よ

る
九
錫
授
与
の
進
言
に
「
謹
以
六
藝
通
義
、
経
文
所
見
、
周
官
・
礼
記
宜
於
今

者
、
為
九
命
之
錫
」
と
あ
り
、「
六
藝
」「
経
文
」
と
同
列
視
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）	『
後
漢
書
』
賈
逵
列
伝
に
「
父
徽
、
從
劉
歆
受
左
氏
春
秋
、
兼
習
国
語
・
周
官
」

と
あ
る
。

（
17
）	『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
・
礼
の
冒
頭
に
「
礼
古
経
五
十
六
巻
、
経
十
七
篇
」
と

著
録
さ
れ
、
そ
の
小
序
に
「
礼
古
経
者
、
出
於
魯
淹
中
及
孔
氏
、
与
十
七
篇
文
相

似
、
多
三
十
九
篇
」
と
あ
る
。

（
18
）	

藝
文
志
で
は
「
明
堂
陰
陽
説
五
篇
」
の
次
、
班
固
が
兵
書
か
ら
移
動
し
た
「
軍
礼

司
馬
法
百
五
十
五
篇
」
の
前
に
「
周
官
経
六
篇
」「
周
官
伝
四
篇
」
の
二
点
が
著

録
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）	『
白
虎
通
』
号
篇
に
見
え
る
三
皇
五
帝
三
王
五
伯
等
。

（
20
）	『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
二
十
六
年
の
丞
相
等
の
言
に
「
古
有
天
皇
、
有
地
皇
、
有

泰
皇
、
泰
皇
最
貴
」
と
あ
り
、「
三
皇
」
の
語
は
な
い
が
三
種
の
「
皇
」
が
見
え

る
。

（
21
）	
そ
の
他
、『
春
秋
繁
露
』
三
代
改
制
質
文
篇
に
は
九
皇
五
帝
二
王
の
序
が
見
え
る

が
、
こ
れ
は
新
王
の
交
代
に
伴
い
中
身
が
繰
り
上
が
っ
て
変
更
さ
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

（
22
）	

そ
の
他
、
天
官
掌
次
に
「
朝
日
、
祀
五
帝
、
則
張
大
次
小
次
、
設
重
帟
重
案
、
合
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諸
侯
、
亦
如
之
」、
地
官
大
司
徒
に
「
祀
五
帝
。
奉
牛
牲
。
羞
其
肆
」、
地
官
充
人

「
充
人
掌
繋
祭
祀
、
之
牲
牷
、
祀
五
帝
、
則
繋
于
牢
芻
之
三
月
」、
春
官
小
宗
伯
に

「
兆
五
帝
於
四
郊
、
四
望
四
類
亦
如
之
」、
春
官
司
服
「
王
之
吉
服
、
祀
昊
天
上

帝
、
則
服
大
裘
而
冕
、
祀
五
帝
亦
如
之
」、
秋
官
小
司
寇
に
「
禋
祀
五
帝
、
実
鑊

水
、
納
亨
亦
如
之
」、
秋
官
士
師
に
「
祀
五
帝
、
則
沃
尸
、
及
王
盥
洎
鑊
水
」
と

あ
る
。

（
23
）	

な
お
、『
漢
書
』
王
莽
伝
下
・
地
皇
三
年
に
は
「
下
書
曰
、
夫
三
皇
象
春
、
五
帝

象
夏
、
三
王
象
秋
、
五
伯
象
冬
」
と
あ
り
、
先
行
説
の
五
帝
三
代
の
上
に
三
皇
を

載
せ
た
王
莽
の
歴
史
認
識
を
示
し
て
い
る
。

（
24
）	

注
（
２
）
前
掲
小
林
論
文
お
よ
び
書
、
注
（
３
）
前
掲
石
合
論
文
。

（
25
）	

注
（
２
）
前
掲
小
林
論
文
は
「
炎
帝
」
が
「
帝
炎
帝
」
に
作
ら
な
い
の
と
同
様
に

「
帝
黄
帝
黄
霊
」
の
重
文
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
が
、
首
肯
し
が
た
い
。

な
ぜ
「
黄
帝
」
の
語
が
欠
如
し
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

（
26
）	『
史
記
』
封
禪
書
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
。

（
27
）	

郊
祀
志
上
に
「
秦
襄
公
攻
戎
救
周
、
列
為
諸
侯
、
而
居
西
、
自
以
為
主
少
昊
之

神
、
作
西
畤
、
祠
白
帝
」「
秦
宣
公
作
密
畤
於
渭
南
、
祭
青
帝
。」「
自
秦
宣
公
作

密
畤
後
二
百
五
十
年
、
而
秦
霊
公
於
呉
陽
作
上
畤
、
祭
黄
帝
。
作
下
畤
、
祭
炎

帝
」
と
あ
り
、
封
禪
書
に
も
同
内
容
の
記
載
が
あ
る
。

（
28
）	

封
禪
書
、
郊
祀
志
。
秦
蕙
田
『
五
礼
通
考
』
吉
礼
三
十
一
・
五
帝
参
照
。

（
29
）	

五
帝
祭
祀
に
関
す
る
記
事
で
は
な
い
が
、
宣
帝
に
対
し
て
陰
陽
に
通
じ
た
者
を
選

抜
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
魏
相
の
上
奏
に
「
東
方
之
神
太
昊
、
乗
震
執
規
司
春
。

南
方
之
神
炎
帝
、
乗
離
執
衡
司
夏
。
西
方
之
神
少
昊
、
乗
兌
執
矩
司
秋
。
北
方
之

神
顓
頊
、
乗
坎
執
権
司
冬
。
中
央
之
神
黄
帝
、
乗
坤
艮
執
縄
司
下
土
。
茲
五
帝
所

司
、
各
有
時
也
」（『
漢
書
』
魏
相
伝
）
と
あ
り
、
帝
と
言
わ
ず
に
神
と
言
う
が
、

そ
の
指
す
も
の
は
一
致
し
て
い
る
。
大
き
く
異
な
る
の
は
『
春
秋
繁
露
』
求
雨
篇

で
あ
る
（
島
邦
男
『
五
行
思
想
と
礼
記
月
令
の
研
究
』〈
汲
古
書
院
、
一
九
七
一

年
〉
第
五
章
第
一
節
二
（
一
）
参
照
）。

（
30
）	『
礼
記
』
楽
記
篇
「
則
宮
為
君
、
商
為
臣
、
角
為
民
、
微
為
事
、
羽
為
物
。
五
者

不
乱
、
則
無
怗

之
音
矣
」。『
史
記
』
の
「
十
篇
有
録
無
書
」
の
一
つ
で
あ
り
、

後
人
が
楽
記
篇
に
取
材
し
た
と
さ
れ
る
楽
書
に
も
同
文
が
見
え
る
。

（
31
）	『
史
記
』
楽
書
末
尾
の
太
史
公
の
言
に
見
え
る
が
、
楽
書
の
成
立
状
況
は
定
か
で

は
な
い
た
め
、
こ
こ
に
言
及
す
る
に
留
め
る
。『
春
秋
繁
露
』
五
行
相
生
篇
は
、

木
＝
仁
、
火
＝
智
、
土
＝
信
、
金
＝
義
、
水
＝
礼
と
し
て
お
り
、
火
と
水
の
配
当

が
異
な
る
。

（
32
）	

洪
範
篇
に
は
『
尚
書
』
洪
範
篇
「
二
曰
五
事
…
…
」
の
正
義
に
「
鄭
云
、
此
数
本

諸
陰
陽
昭
明
人
相
見
之
次
也
。
五
行
伝
曰
、
貌
属
木
、
言
属
金
、
視
属
火
、
聴
属

水
、
思
属
土
。
五
行
伝
伏
生
之
書
也
」
と
あ
る
。
鄭
玄
が
引
く
「
五
行
伝
」
の
内

容
は
「
鍾
律
書
」
の
配
当
に
一
致
す
る
。

（
33
）	『
春
秋
繁
露
』
五
行
順
逆
篇
に
も
同
じ
配
当
が
見
え
る
。

（
34
）	『
周
礼
』
地
官
大
司
徒
に
毛
・
鱗
・
羽
・
介
・
臝
の
五
種
が
見
え
る
。
哀
公
七
年

『
左
伝
』
の
『
釈
文
』
に
「
臝
、
本
又
作
倮
」
と
あ
る
。

（
35
）	

島
邦
男
は
、
劉
歆
が
相
生
説
に
よ
っ
て
「
五
行
伝
」
を
修
正
し
な
が
ら
も
、
律
暦

志
の
五
声
の
排
列
（
前
引
）
は
相
勝
に
従
っ
て
い
る
矛
盾
を
批
判
し
て
い
る
（
注

（
29
）
前
掲
書
第
三
節
二
）。

（
36
）	

五
行
志
上
に
「
至
向
子
歆
治
左
氏
伝
、
其
春
秋
意
亦
已
乖
矣
。
言
五
行
伝
、
又
頗

不
同
」
と
あ
り
、
や
は
り
劉
歆
の
「
伝
」
が
劉
向
と
異
な
る
こ
と
を
言
う
。

（
37
）	『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
「
劉
向
五
行
伝
記
十
一
巻
。
許
商
五
行
伝
記
一
篇
」
と
あ

り
、
劉
歆
の
五
行
伝
は
見
え
な
い
。『
隋
書
』
経
籍
志
経
部
書
類
の
序
に
「
済
南

伏
生
之
伝
、
唯
劉
向
父
子
所
著
五
行
伝
、
是
其
本
法
、
而
又
多
乖
戾
」
と
言
い
、

劉
向
父
子
の
著
作
と
す
る
の
は
『
漢
書
』
五
行
志
の
記
す
所
と
齟
齬
が
あ
る
。
な

お
、
姚
振
宗
『
漢
書
藝
文
志
拾
補
』
は
「
劉
歆　

洪
範
五
行
伝
記
」
を
採
録
す

る
。

（
38
）	「
何
謂
五
星
。
東
方
、
木
也
、
其
帝
太
皞
、
其
佐
句
芒
、
執
規
而
治
春
。
…
。
南

方
、
火
也
、
其
帝
炎
帝
、
其
佐
朱
明
、
執
衡
而
治
夏
。
…
…
。
中
央
、
土
也
、
其
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帝
黄
帝
、
其
佐
后
土
、
執
縄
而
制
四
方
。
…
…
。
西
方
、
金
也
、
其
帝
少
昊
、
其

佐
蓐
收
、
執
矩
而
治
秋
。
…
…
。
北
方
、
水
也
、
其
帝
顓
頊
、
其
佐
玄
冥
、
執
権

而
治
冬
」。
ま
た
、『
漢
書
』
魏
相
伝
に
も
同
じ
配
当
が
見
え
る
が
、
こ
ち
ら
は
五

常
で
は
な
く
『
易
』
の
卦
を
伴
っ
て
い
る
（
注
（
29
）
参
照
）。

（
39
）	

劉
歆
の
『
七
略
』
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
『
漢
書
』
藝
文
志
・
数
術
・
五
行
の
序

に
は
、「
五
行
者
，
五
常
之
形
気
也
。
書
云
、
初
一
曰
五
行
，
次
二
曰
羞
用
五
事
，

言
進
用
五
事
以
順
五
行
也
。
貌
・
言
・
視
・
聴
・
思
心
失
，
而
五
行
之
序
乱
，
五

星
之
変
作
，
皆
出
於
律
暦
之
数
而
分
為
一
者
也
」
と
あ
り
、
五
事
を
介
し
て
五
星

を
五
行
に
繋
げ
て
い
る
。

（
40
）	

月
令
で
は
木
八
、
火
七
、
土
五
、
金
九
、
水
六
と
な
る
。

（
41
）	

橋
本
敬
造
・
川
勝
義
雄
訳
「
漢
書
律
暦
志
」（
薮
内
清
責
任
編
集
『
世
界
の
名
著　

続
１　

中
国
の
科
学
』〈
昭
和
五
十
年
、
中
央
公
論
社
〉）
に
よ
れ
ば
、
内
惑
星

（
水
、
金
）
に
対
す
る
会
合
周
期
の
ほ
ぼ
十
倍
に
等
し
い
（
四
四
九
～
四
五
〇

頁
）。

（
42
）	『
漢
書
』
五
行
志
上
に
は
「
劉
歆
以
為
虙
羲
氏
継
天
而
王
、
受
河
図
、
則
而
畫
之
、

八
卦
是
也
」
と
あ
り
、
劉
向
の
名
は
見
え
な
い
。

（
43
）	

岩
本
憲
司
「
相
勝
か
ら
相
生
へ
─
─
両
漢
に
於
け
る
五
徳
終
始
説
の
変
遷
に
関
す

る
一
般
公
式
」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
』
第
二
十
五
号
、
平
成
九
年
）

は
、『
漢
書
』
郊
祀
志
賛
に
「
劉
向
父
子
が
、
相
生
説
に
よ
っ
て
、
漢
は
火
徳
で

あ
る
と
主
張
し
た
」
と
あ
る
こ
と
の
検
証
を
行
い
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
説
が
な

か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
は
「
世
経
」
と
文
献
と
の
関
係
を

対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
劉
向
の
説
は
論
じ
な
か
っ
た
。

（
44
）	『
国
語
』
魯
語
上
「
共
工
氏
之
伯
九
有
也
」、『
礼
記
』
祭
法
篇
「
共
工
氏
之
覇
九

州
也
」。

（
45
）	

銭
大
昕
『
三
統
術
衍
』
に
『
周
礼
』
春
官
大
司
楽
「
以
楽
舞
教
国
子
。
舞
雲
門
・

大
巻
・
大
咸
・
大

・
大
夏
・
大
濩
・
大
武
」
と
、
こ
れ
を
周
が
保
持
す
る
黄

帝
・
堯
・
舜
・
大
夏
・
湯
・
武
王
の
六
代
の
楽
と
す
る
鄭
玄
注
を
引
き
、
ま
た
同

所
の
疏
が
伏
羲
・
神
農
・
祝
融
・
顓
頊
・
帝
嚳
・
少
昊
に
も
楽
が
あ
っ
た
と
証
す

る
箇
所
を
引
く
。『
白
虎
通
』
礼
楽
篇
に
引
く
『
礼
記
』
に
も
「
黄
帝
楽
曰
咸
池
、

顓
頊
楽
曰
六
莖
、
帝
嚳
楽
曰
五
英
、
堯
楽
曰
大
章
、
舜
楽
曰
簫
韶
、
禹
楽
曰
大

夏
、
湯
楽
曰
大
濩
。
周
楽
曰
大
武
象
、
周
公
之
楽
曰
酌
、
合
曰
大
武
」
と
あ
る
が

（
現
行
本
『
礼
記
』『
大
戴
礼
記
』
に
同
文
な
し
）、
少
昊
の
楽
を
言
う
の
は
疏
に

よ
れ
ば
皇
甫
謐
の
み
で
あ
り
（『
通
典
』
楽
一
歴
代
沿
革
上
に
も
「「
少
皡
作
大

淵
。
見
帝
王
代
記
」
と
あ
る
）、
劉
歆
が
何
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
は
判
然
と

し
な
い
。『
周
礼
』
春
官
大
司
楽
の
記
述
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

本
稿
で
は
論
じ
る
余
力
が
な
い
た
め
、
措
い
て
お
く
。

（
46
）	

橋
本
敬
造
・
川
勝
義
雄
注
（
41
）
前
掲
書
は
「
周
は
、
そ
の
音
楽
を
捨
て
て
採
用

し
な
か
っ
た
か
ら
（『
周
礼
』
春
官
・
大
司
楽
）、『
易
』
で
は
そ
の
名
を
序
列
に

の
せ
て
い
な
い
」
と
訳
す
。
小
竹
武
夫
は
「
周
が
少
昊
の
音
楽
を
し
り
ぞ
け
た
の

で
、『
易
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
五
帝
徳
の
行な
ら
び

に
序つ
ら

ね
た
」
と
訳
す

（『
漢
書
』
上
巻
〈
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
二
年
〉
一
八
七
頁
））。

（
47
）	

現
行
本
『
礼
記
』
祭
法
篇
に
も
同
じ
文
が
見
え
る
が
、『
国
語
』
魯
語
上
の
「
故

有
虞
氏
禘
黄
帝
而
祖
顓
頊
、
郊
堯
而
宗
舜
。
夏
后
氏
禘
黄
帝
而
祖
顓
頊
、
郊
鯀
而

宗
禹
。
商
人
禘
舜
而
祖
契
、
郊
冥
而
宗
湯
。
周
人
禘
嚳
而
郊
稷
、
祖
文
王
而
宗
武

王
」
に
対
し
て
、『
礼
記
』
祭
法
篇
に
は
「
有
虞
氏
禘
黄
帝
而
郊
嚳
、
祖
顓
頊
而

宗
堯
。
夏
后
氏
亦
禘
黄
帝
而
郊
鯀
、
祖
顓
頊
而
宗
禹
。
殷
人
禘
嚳
而
郊
冥
、
祖
契

而
宗
湯
。
周
人
禘
嚳
而
郊
稷
、
祖
文
王
而
宗
武
王
」
と
あ
り
、
傍
線
部
が
異
な
っ

て
い
る
。『
礼
記
』
に
よ
れ
ば
殷
人
も
嚳
を
禘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
世
経
」

で
は
殷
に
言
及
し
な
い
。「
世
経
」
が
依
拠
し
た
の
は
『
国
語
』（「
春
秋
外
伝
」）

系
統
の
本
で
あ
ろ
う
。

（
48
）	
顓
頊
帝
も
「
春
秋
外
伝
」
を
根
拠
と
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
昭
公
十
七
年
『
伝
』
の

引
用
さ
れ
な
い
下
文
に
見
え
て
い
る
。

（
49
）	

中
島
敏
夫
編
『
三
皇
五
帝
夏
禹
先
秦
資
料
集
成
』（
汲
古
書
院
、
平
成
一
三
年
）

参
照
。
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（
50
）	
文
公
十
八
年
、
昭
公
元
年
。

（
51
）	
注
（
４
）
前
掲
拙
稿
「
劉
歆
「
世
経
」
に
お
け
る
王
朝
交
替
に
つ
い
て
」。

（
52
）	
小
林
信
明
は
「
劉
向
父
子
の
五
徳
説
は
、
易
の
「
帝
出
於
震
」
に
採
つ
て
五
徳
相

生
の
説
を
立
て
、
伏
犠
の
木
徳
か
ら
逐
次
下
降
し
て
漢
の
火
徳
に
到
達
し
、
其
の

結
果
は
月
令
の
五
行
排
序
、
郊
祀
の
際
の
五
帝
の
方
位
の
次
序
と
一
致
し
た
も
の

で
あ
る
」
と
述
べ
（
注
（
２
）
前
掲
論
文
三
六
頁
）、
ま
た
「
彼
の
系
譜
の
最
初

の
正
統
五
帝
は
月
令
の
五
帝
と
全
く
一
致
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
は
左
伝
か
ら
自

然
に
出
て
来
た
も
の
が
偶
々
月
令
と
符
合
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
月
令
か
ら
暗
示

を
受
け
て
左
伝
を
改
め
た
の
か
、
其
の
点
は
明
ら
か
で
な
い
」
と
述
べ
る
（
注

（
２
）
前
掲
書
一
三
四
頁
）。
筆
者
は
、
劉
歆
は
こ
れ
ら
を
整
合
さ
せ
た
の
だ
と
考

え
る
。

（
53
）	

移
書
譲
太
常
博
士
に
は
「
夫
礼
失
求
之
於
野
、
古
文
不
猶
愈
於
野
乎
」
と
あ
り
、

類
似
の
考
え
が
示
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
（
課
題
番
号

15K
02030

）。


